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第
四
十
四
回 　

神
奈
川
県

造
園
業
協
会
通
常
総
会
が
五
月

二
十
九
日
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ

ン
に
於
い
て
出
席
者
百
四
十
一

名
委
任
状
二
百
二
十
六
名
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
倉
副
会
長
の
司
会
で
始
ま

り
髙
橋
副
会
長
の
開
会
の
言

葉
、
続
い
て
小
山
会
長
挨
拶
後

に
、
第
四
十
二
回
会
長
表
彰
が

行
わ
れ
、
技
能
功
労
者
十
七
名

を
代
表
し
て
㈱
三
橋
緑
化
興

業　

矢
部
均
様
、
優
秀
技
能

（一社）神奈川県造園業協会

第44回   通 常 総 会 開 催

者
二
十
四
名
を
代
表
し
て
㈱

村
瀬
造
園　

仲
間
拓

二
様
、
青
年
優
秀
技

能
者
五
名
を
代
表
し

て
㈱
井
上
農
園　

井

上
喬
之
様
に
記
念
品

と
賞
状
が
小
山
会
長

よ
り
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
の
益
々

の
ご
活
躍
を
ご
期
待

い
た
し
ま
す
。

　

続
い
て
、
定
款
第

一
七
条
二
の
規
定
に
よ
り
小
山

会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
第

一
号
議
案
平
成
二
十
九
年
度
収

支
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
が

一
括
審
議
さ
れ
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
報
告
事
項
と
し
て

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
が

一
括
報
告
さ
れ
、
次
に
平
成

三
十
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
に
つ
い
て
一
括
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
甘
利
副
会
長
の
閉

会
の
言
葉

で
通
常
総

会
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後

「
み
ど
り
を

創
り
、
育

て
る
」
集

い
が
盛
大

に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

技能功労者　矢部　均氏優秀技能者　仲間拓二氏

青年優秀技能者　井上喬之氏

　

本
日
は
大
変
ご
多
用
の
中
、

多
数
の
会
員
の
皆
様
に
ご
臨
席

賜
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
協
会
の
事

業
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支

援
ご
指
導
を
賜
り
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
国
で
は
明
治
１
５
０

周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
大

磯
町
の
「
滄
浪
閣
周
辺
の
歴
史

的
遺
産
」
の
整
備
を
計
画
し
、

昨
年
の
11
月
に
明
治
記
念
大
磯

邸
園
（
仮
称
）
の
設
置
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
平
成
30
年
度
に
整

備
着
手
し
、
平
成
30
年
10
月
に

（　）一社

小
山
会
長
挨
拶

　

神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組
合

通
常
総
会
が
五
月
二
十
九
日
、

ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
川
議
長
の
も
と
、
第

神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組
合

 

平
成
三
十
年
通
常
総
会
開
催

は
一
部
の
建
物
を
含
む
区
域
の

公
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
２
０
１
９
年
の
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
決

勝
戦
の
横
浜
開
催
の
決
定
や

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い

て
、
半
世
紀
ぶ
り
に
セ
ー
リ
ン

一
号
議
案
平
成

二
十
九
年
度
事
業

報
告
及
び
会
務
報

告
、
第
二
号
議
案

平
成
二
十
九
年
度

収
支
決
算
報
告
が

一
括
審
議
さ
れ
満

場
一
致
で
承
認
さ

れ
、

　

続
い
て
、
第
三

号
議
案
平
成
三
十

年
度
事
業
計
画

（
案
）
及
び
第
四

号
議
案
平
成
三
十

年
度
予
算
（
案
）
が
一
括
審
議

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
報
告
事
項
横
浜
傷
害

火
災
㈱
代
表
取
締
役
小
倉
均
の

保
険
料
不
正
流
用
対
応
状
況
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、

　

古
川
理
事
に
よ
る
閉
会
挨
拶

で
総
会
は
修
了
し
、
そ
の
後
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
和
や
か
な
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
甘
利
理
事
長
挨
拶

　

組
合
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り

組
合
の
事
業
運
営
に
対
し
ま
し

て
、
格
別
の
ご
支
援
ご
指
導
を

賜
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
協
会
の
運
営
に
多
大
な
る

ご
尽
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
グ
ル
ー
プ
共
済
制

度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和

六
十
一
年
四
月
に
制
度
が
発
足

さ
れ
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
十
一
年
六
月
に
創
設

し
た
労
災
上
乗
せ
等
の
総
合
補

償
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
二
十
三
年
十
月
に
横
浜
傷
害

火
災
㈱
代
表
取
締
役
小
倉
均
に

よ
る
保
険
料
流
用
が
発
覚
し
、

皆
様
方
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
保

険
料
の
支
払
い
等
、
組
合
の
保

険
業
務
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
円
滑
に

運
営
さ
れ
て
お
り
、
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
労
働
災
害
に
対
す

る
関
心
と
対
策
が
強
く
求
め
ら

れ
て
お
り
、
共
済
制
度
並
び
に

総
合
補
償
制
度
の
充
実
強
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご

支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

グ
競
技
が
江
の
島
で
開
催
さ
れ

る
な
ど
、「
み
ど
り
豊
か
な
美

し
い
神
奈
川
県
」
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉

え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
ど
も
造

園
業
界
に
と
り
ま
し
て
実
体
経

済
は
依
然
と
厳
し
く
、
景
気
回

復
が
実
感
で
き
る
の
は
ま
だ
ま

だ
先
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
環
境
の

中
で
、
神
奈
川
県
造
園
業
協
会

は
、
み
ど
り
の
専
門
業
者
と
し

て
、協
会
の
使
命
で
あ
る
造
園
・

緑
化
の
健
全
な
発
展
と
都
市
緑

化
の
整
備
を
、
皆
様
方
の
ご
支

援
ご
指
導
を
賜
り
積
極
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

小山会長挨拶

甘利理事長挨拶

　

と
り
わ
け
少
子
高
齢
化
が
進

展
す
る
中
で
、
次
世
代
を
担
う

造
園
人
の
養
成
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
為
に

皆
様
と
手
を
携
え
て
、
公
園
緑

地
・
庭
園
・
県
域
青
年
部
会

の
３
部
会
、
総
務
厚
生
・
情

報
・
教
育
研
修
・
樹
木
資
材
委

員
会
の
４
委
員
会
の
活
性
化
を

図
り
、
造
園
業
界
で
働
く
人
々

が
明
る
い
未
来
と
希
望
が
も
て

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
皆
様

の
一
層
の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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五
月
二
十
九
日
第
四
十
二
回

通
常
総
会
が
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー

デ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
総
務
委
員
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
田
口
副
支
部
長
の

開
会
の
言
葉
、
山
田
支
部
長
挨

拶
の
後
、
支
部
規
定
に
よ
り
山

田
支
部
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
第
一
号
議
案
平
成
二
十
九

年
度
会
務
報
告
及
び
事
業
報

告
、
第
二
号
議
案
平
成
二
十
九

年
度
収
支
決
算
報

告
及
び
監
査
報
告

が
一
括
審
議
さ
れ

満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
三
号

議
案
役
員
の
選
任

が
行
わ
れ
、
支
部
規

定
に
よ
り
役
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
報
告

事
項
と
し
て
、
平

成
三
十
年
度
事
業
計
画
、
平
成

三
十
年
度
収
支
予
算
が
報
告
さ

れ
、
髙
橋
副
支
部
長
の
閉
会
挨

拶
で
通
常
総
会
は
終
了
し
ま
し

た
。

　
山
田
支
部
長
挨
拶

　

幹
事
の
皆
様
、
委
員
会
の
皆

様
、
そ
し
て
会
員
の
皆
様
。
こ

の
一
年
間
、
神
奈
川
県
支
部
活

動
を
支
え
て
い
た
だ
き
有
難
う

　
　

 

日
本
造
園
建
設
業
協
会

神
奈
川
県
支
部
主
催
の
「
第

十
一
回
か
な
が
わ
街
路
樹
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
表
彰
式
が
五

月
二
十
九
日
、
ホ
テ
ル
横
浜

最優秀賞「秋色ビルに映す」

退任役員 山田支部長へ感謝状

退任役員 増田幹事へ感謝状

山田支部長挨拶

新任 田口支部長挨拶

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
会
員
数
も
１
社
加
わ
り
54
社

と
な
り
全
国
一
の
会
員
数
を
誇

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

街
路
樹
剪
定
士
も
１
０
８
５
名

と
な
り
、
こ
れ
も
全
国
最
多
で

あ
り
ま
す
。
剪
定
士
の
普
及
活

動
の
一
環
と
し
て
、
第
十
一
回

の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
迎

え
、
先
程
表
彰
式
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
第
６
回
よ
り
第

10
回
を
ま
と
め
た
写
真
集

を
今
年
度
作
成
し
ま
し
た
。

ガ
ー
デ
ン
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
十
一

回
目
を
数
え
、

一
五
七
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

藤
井
英
二
郎
千
葉

大
学
名
誉
教
授
、

大
河
原
雅
彦
元
神

奈
川
新
聞
写
真
部

長
、
山
田
支
部
長
の
審
査
員
に

よ
り
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
各
一

点
、
入
選
五
点
、
佳
作
十
点
、

特
別
賞
と
し
て
神
奈
川
県
知
事

賞
、
神
奈
川
県
議
会
議
長
賞
、

街
路
樹
剪
定
優
秀
賞
等
二
十
作

品
が
選
定
さ
れ
、表
彰
式
で
は
、

大
河
原
審
査
委
員
よ
り
各
賞
の

講
評
が
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
表

彰
式
に
移
り
、
山
田
支
部
長
よ

り
、「
秋
色
ビ
ル
に
映
す
」
最

優
秀
賞
を
内
海
英
明
氏
、「
只

今
・
横
断
中
」
優
秀
賞
を
田
所

正
氏
に
、
続
き
各
賞
に
賞
状
と

　

さ
て
、
第
33
回
全
国
都
市
緑

化
よ
こ
は
ま
フ
ェ
ア
が
平
成
29

年
3
月
25
日
か
ら
6
月
4
日
ま

で
6
0
0
万
人
の
人
々
を
集
め

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
み
な
と

ガ
ー
デ
ン
地
区
で
は
、
花
と
緑

が
街
の
中
に
完
全
に
溶
け
込

み
、
横
浜
の
歴
史
あ
る
街
並
み

の
魅
力
を
一
層
引

き
立
て
て
お
り
ま

し
た
。
里
山
ガ
ー

デ
ン
で
は
、
樹
林

地
の
中
に
花
と
緑

が
一
体
と
な
っ
て

見
え
、
港
地
区
で

は
建
物
と
花
の
対

比
に
よ
り
、
花
と

緑
を
構
成
す
る
背

景
が
出
来
上
が
っ

て
お
り
、
広
く
市

民
の
皆
様
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全

国
造
園
界
16
都
道
府
県
か
ら

３
５
０
名
の
方
が
お
見
え
に
な

り
ま
し
た
。

　

日
造
協
本
部
で
は
、
造
園
の

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ

た
交
流
を
図
り
、
次
の
造
園
人

の
担
い
手
を
育
成
す
る
目
的
と

し
て
、
第
44
回
コ
ン
ク
ー
ル
が

開
催
さ
れ
、
相
原
高
等
学
校
環

境
緑
地
課
2
名
の
方
が
入
選
さ

れ
3
月
5
日
に
賞
状
と
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
持
参
し
、
校
長
先
生

と
30
分
程
度
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
造

園
を
3
年
間
一
生
懸
命
学
ん
で

い
る
生
徒
達
に
、
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
を
今
後
大
い
に
働
き
か

け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
感

じ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
も
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
神
奈
川
県
支
部
で
は
、
昭

和
五
十
一
年
七
月
十
六
日
設
立

以
来
四
十
一
年
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。40
周
年
記
念
誌
の
中
に
、

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
記
事

を
掲
載
し
た
く
、
本
日
皆
様
の

お
手
元
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偉
大
な
先

輩
方
が
、
日
々
の
活
動
の
礎
を

引
き
継
い
で
く
れ
た
賜
物
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一
社 

日
本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川
県
支
部

   
第
四
十
二
回
通
常
総
会
開
催

賞
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
内

海
氏
の
作
品
は
、「
市
役
所
通

り
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
、
街
路
所

フ
ォ
ト
コ
ン
に
は
毎
回
登
場
す

る
モ
チ
ー
フ
で
す
。
こ
の
作
品

は
ビ
ル
を
覆
う
大
き
な
ガ
ラ
ス

に
黄
葉
の
並
木
が
映
り
込
ん
で

い
る
構
図
が
新
鮮
で
、
過
不
足

な
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
画
面
左
の
並
木
と

映
り
込
ん
で
い
る
並
木
の
配
分

の
比
率
が
良
い
。
ま
た
真
っ
赤

な
フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
通
行
人
が

ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。
斜
め
横
か
ら
降
り
注
ぐ
日

差
し
を
利
用
し
て
、
き
れ
い
に

映
り
込
む
タ
イ
ミ
ン
グ
を
狙
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
通
り
す
が
り

に
目
に
し
た
も
の
で
は
無
く
。

存
在
を
知
り
つ
つ
、
十
分
に
計

算
し
て
捉
え
た
作
品
だ
と
お
も

い
ま
す
。」
と
選
評
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
も
、
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
横
浜
並
び
に
相
武

国
道
事
務
所
、
神
奈
川
県
・
横

浜
市
・
川
崎
市
・
神
奈
川
新
聞

社
、
テ
レ
ビ
神
奈
川
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

横
浜
放
送
局
の
後
援
を
得
て

「
第
十
二
回
か
な
が
わ
街
路
樹

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
多

数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

「
第
十
一
回

か
な
が
わ
街
路
樹

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

表
彰
式
開
催

最優秀賞を受賞した内海英明氏

大河原審査委員より講評

（　）一社

（　）
一般社団法人　日本造園建設業協会

神奈川県支部　役員
役　職　名 氏名 会社名
支 部 長 田　口　正　典 ㈱ 田 口 園 芸
副支部長 髙　橋　更　一 小 島 造 園 ㈱
〃 田　澤　重　幸 ㈱ 田 澤 園

常任幹事 内　田　卓　弘 ㈱ 内 田 造 園
〃 土志田　　　淳 横 浜 庭 苑 ㈱
〃 矢　部　　　均 ㈱三橋緑化興業

幹 事 石　川　正　典 ㈱ 植 藤
〃 岡　部　一　郎 ㈱東開造園土木
〃 桑　原　宣　基 湘 南 造 園 ㈱
〃 佐々木　　　伸 横 浜 植 木 ㈱
〃 田　口　英　明 田 口 園 芸 ㈱
〃 冨　田　　　改 ㈱湘南グリーンサービス
〃 藤　巻　慎　司 藤 造 園 建 設 ㈱
〃 山　田　義　朝 ㈱ 村 瀬 造 園

監 事 木　村　義　広 ㈱ 木 村 植 物 園
〃 野　村　直　樹 奈良造園土木㈱

※新任相談役
相  談  役 山　田　康　博 ㈱サカタのタネ
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神
奈
川
県
造
園
業
協
会
労

働
保
険
事
務
組
合
総
会
が
六
月

二
十
五
日
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ

ン
に
於
い
て
出
席
者
二
十
名
委

任
状
二
十
九
通
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

中
島
事
務
局
長
の
司
会
で
始

ま
り
井
上
副
会
長
が
開
会
の
言

葉
を
述
べ
、
長
谷
川
副
会
長
が

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
則
第
十
五
条
三
に
よ
り
、

長
谷
川
副
会
長
が
議
長
に
選

出
さ
れ
、
第
一
号
議
案
平
成

二
十
九
年
度
事
業

報
告
、
次
に
第

二
号
議
案
平
成

二
十
九
年
度
決
算

報
告
及
び
監
査
報

告
が
審
議
さ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
報
告

事
項
平
成
三
十
年

度
事
業
計
画
、
次

に
平
成
三
十
年
度

収
支
予
算
に
つ
い

て
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

以
上
で
本
日
予
定
さ
れ
た
議

事
の
審
議
及
び
報
告
事
項
が
終

了
し
、
総
会
は
滞
り
な
く
閉
会

し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開

か
れ
、
和
や
か
な
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
労
災
事
故
が
多

発
し
て
お
り
ま
す
。
無
事
故
で

安
心
な
職
場
で
あ
り
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

「
か
な
が
わ
の
み
ど
り
を
創
り
、
育
て
る
」
集
い
開
催

　

第
四
十
四
回
神
奈
川
県
造
園

業
協
会
通
常
総
会
・
第
四
十
二

回
日
本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈

川
県
支
部
通
常
総
会
終
了
後
、

「
か
な
が
わ
の
み
ど
り
を
創
り
、

育
て
る
」
集
い
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
神
奈
川
県

造
園
業
協
会
小
山
会
長
よ
り
挨

拶
、続
い
て
役
員
改
選
に
よ
り
、

日
本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川

県
支
部
長
に
新
任
さ
れ
ま
し
た

田
口
支
部
長
よ
り
、
次
い
で
山

田
相
談
役
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
ご
臨
席
い
た
だ

い
た
第
百
十
一
代
桐
生
秀
昭
神

奈
川
県
議
会
議
長
よ
り
、「
皆

様
に
は
本
当
に
み
ど
り
を
通
し

て
環
境
行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
感
謝
と

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
我
々
議
会
も
皆
様
と

同
様
に
し
っ
か
り
と
み
ど
り
豊

か
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
、
皆
様
方
に
は
経
営
の

中
で
様
々
な
難
し
い
点
や
多
々

課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
日
、
副
知
事
以
下
行
政
の
方

も
多
く
み
え
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
官
と
民
と
我
々
議
会
が

中
間
に
入
っ
て
、
こ
の
へ
ん
の

課
題
を
ク
リ
ア
で
き
る
か
こ
ん

な
思
い
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま

す
。
今
日
来
ら
れ
て
い
る
み
ど

り
議
連
の
皆
様
も
同
じ
思
い
な

の
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
結

び
に
な
り
ま
す
が
、
今
日
ご
来

会
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念

し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。」

　

次
い
で
、
神
奈
川
県
副
知
事

浅
羽
義
里
様
よ
り
、「
街
路
樹

剪
定
士
活
用
地
区
で
は
、
28
年

度
に
は
30
か
所
、
29
年
度
に
は

46
か
所
と
増
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
度
も
そ
の
数

を
減
ら
す
こ
と
な
く
、
ま
た
、

街
路
樹
剪
定
士
を
元
請
条
件
と

の
要
望
に
つ
い
て
も
、
元
請
条

件
と
す
る
事
務
所
長
も
増
え
て

お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
技
術
の

信
頼
度
に
答
え
る
た
め
に
も
、

発
注
者
側
が
し
っ
か
り
と
技
術

の
研
鑽
を
引
き
継
い
で
県
民
に

還
元
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

国
の
明
治
１
５
０
周
年
記
念

事
業
大
磯
邸
園
（
仮
称
）
の
関

係
で
は
、「
滄
浪
閣
」
を
中
心

と
し
た
緑
地
を
核
と
し
て
作
っ

て
い
く
。
そ
れ
を
我
々
は
国
だ

け
で
な
く
、
県
と
大
磯
町
と
連

携
を
し
な
が
ら
、
今
年
の
10
月

の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
や
っ
て

い
き
た
い
で
す
し
、
整
備
に
つ

い
て
も
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
９
年
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
決
勝

戦
、
次
の
年
に
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
神
奈
川

県
が
中
心
と
な
っ
て
や
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
セ
ー
リ
ン
グ
競

技
会
場
の
江
の
島
で
は
、
先

日
、
日
造
協
、
神
造
協
の
方
々

と
私
ど
も
職
員
と
の
視
察
に
お

い
て
、緑
を
ど
う
や
っ
て
守
り
、

お
も
て
な
し
を
ど
う
や
っ
て
い

く
の
か
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。我
々
発
注
者
、

受
注
者
と
い
う
枠
を
超
え
て
同

じ
技
術
屋
と
し
て
連
携
を
取
っ

て
、
よ
り
よ
い
も
の
を
残
し
て

行
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
も
引
き
続
き

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
て
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

　

次
い
で
、
神
奈
川
県
議
会
自

民
党
み
ど
り
の
会
出
席
者
の
紹

介
後
、
み
ど
り
の
会
を
代
表
し

て
持
田
文
男
会
長
よ
り
、「
我
々

一
丸
と
な
っ
て
明
治
１
５
０
年

を
記
念
し
て
政
界
の
奥
座
敷
と

言
わ
れ
た
大
磯
邸
園
を
新
た
な

雰
囲
気
の
中
で
、
後
世
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で

あ
り
、
皆
様
方
の
力
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
に
よ
り
も
２
０
２
０
年
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
が
や
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
今
か
ら
準
備
し
な
い
と

２
０
２
０
年
に
正
し
い
緑
と
い

う
も
の
は
で
き
て
ま
い
り
ま
せ

ん
。
有
効
で
有
意
義
な
緑
を

作
っ
て
い
く
た
め
に
皆
様
方
の

お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
環
境
を
作
っ
て

い
く
こ
と
を
、
我
々
は
大
事
に

し
て
い
か
な
く
て
は
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
神
奈
川
の
財

政
力
を
し
っ
か
り
と
全
方
位
の

中
で
、
我
々
議
員
が
一
緒
に

な
っ
て
努
力
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
来
春
の
統
一
地
方

選
挙
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
、

皆
様
方
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
い

た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。」

　

次
い
で
、
県
幹
部
職
員
、
関

係
団
体
の
来
賓
紹
介
に
続
き
、

公
益
財
団
法
人
神
奈
川
県
公
園

協
会
理
事
長
平
野
浩
一
様
の
乾

杯
の
発
声
で
懇
親
会
が
進
み
、

そ
の
中
で
、
今
回
の
全
国
都
市

緑
化
よ
こ
は
ま
フ
ェ
ア
に
合
わ

せ
て
誕
生
し
た
神
造
協
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
な
ぞ

う
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
和
や
か

な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
造
園
業
協
会

労
働
保
険
事
務
組
合
総
会
開
催

桐生神奈川県議会議長挨拶

浅羽神奈川県副知事挨拶

持田神奈川県議会自民党みどりの会会長挨拶

長谷川副会長挨拶

（　）一社

「
か
な
が
わ
の
み
ど
り
を
創
り
、
育
て
る
」
集
い
開
催



2018（平成 30）年９月 20日発行　（4）第 2 6 2 号 （一社）神奈川県造園業協会報

　

協
会
と
神
奈
川
県
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
病
害
虫
防
除
部
・
神

 「
み
ど
り
行
政
に
関
す
る
要
望
書
」

　
　
　
　
　
　
　
〜
六
項
目
〜
提
出

　

神
奈
川
県
造
園
業
協
会
と
日

本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川
県

支
部
共
同
で
、
七
月
十
七
日
に

自
由
民
主
党
神
奈
川
県
支
部
連

合
会
・
自
由
民
主
党
神
奈
川
県

議
会
議
員
団
へ
、
新
規
要
望
二

項
目
と
継
続
要
望
四
項
目
の
六

項
目
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　

要
望
事
項
と
し
て
、
新
規
要

望
①
江
の
島
セ
ー
リ
ン
グ
競
技

会
場
周
辺
地
域
の
植
栽
帯
等
再

整
備
、
緑
地
の
保
全
、
緑
化
を

積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
の
予

算
確
保
②
「
明
治
記
念
大
磯
邸

園
（
仮
称
）」
整
備
に
お
け
る

神
奈
川
県
と
し
て
の
積
極
的
な

取
り
組
み
、
継
続
要
望
①
都
市

公
園
の
再
整
備
、緑
地
の
保
全
、

緑
化
の
積
極
的
な
推
進
を
実
現

　

第
一
回
目
の
講
習
会

は
、
四
月
十
七
・
十
八
日
の

二
日
間
、
第
二
回
目
は
七
月

三
十
・
三
十
一
日
の
二
日
間
、

　

七
月
二
十
日
午
後
よ
り
、
か

な
が
わ
土
地
建
物
保
全
協
会
か

ら
の
講
師
派
遣
依
頼
を
受
け

て
、
監
督
員
の
知
識
と
心
掛

け
、
植
物
管
理
、
安
全
管
理
の

三
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
習
会
を

開
催
。
初
め
に
、
監
督
員
の
知

識
と
心
掛
け
に
に
つ
い
て
講
義

が
な
さ
れ
、
次
い
で
、
植
物
管

理
で
は
、植
物
管
理
の
考
え
方
、

植
物
管
理
の
方
法
、
病
害
虫
防

す
る
た
め
緑
化
関
連
公
共
事
業

予
算
の
確
保
・
増
加
と
受
注
機

会
の
確
保
②
造
園
に
関
わ
る
整

備
及
び
維
持
工
事
は
分
離
し
、

指
定
建
設
業
種
で
あ
る
造
園
専

門
事
業
者
に
発
注
を
、
ま
た
、

造
園
技
能
士
等
各
種
資
格
所
有

者
の
在
籍
し
て
い
る
業
者
へ
の

発
注
③
一
般
社
団
法
人
日
本
造

園
建
設
業
協
会
認
定
の
街
路
樹

剪
定
士
の
積
極
的
活
用
と
街
路

樹
剪
定
士
を
下
請
け
で
は
な
く

元
請
け
の
条
件
と
し
て
仕
様
書

の
明
記
④
校
庭
及
び
園
庭
の
芝

生
化
の
推
進
並
び
に
グ
ラ
ン
ド

基
盤
の
整
備
を
図
る
た
め
の
助

成
措
置
と
芝
生
化
工
事
及
び
維

持
管
理
工
事
の
造
園
専
門
業
者

へ
の
発
注
に
つ
い
て
、
造
園
業

界
の
大
変
厳
し
い
現
状
を
ふ
ま

え
て
要
望
事
項
の
実
現
に
向
け

て
強
く
申
し
入
れ
た
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
、
江
の

島
に
お
け
る
街
路
樹
等
の
協
会

か
ら
の
提
言
や
大
磯
邸
園
の
10

年
後
の
維
持
管
理
の
体
制
な
ど

の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
の

ち
、
造
園
業
会
と
連
携
し
て
一

緒
に
行
動
し
て
い
き
た
い
と
の

論
議
が
な
さ
れ
た
。

伐木等の業務特別教育講習会の様子

奈
川
県
植
木
連
合
会
と
共
催
で

平
成
三
十
年
度
第
一
回
病
害
虫

防
除
関
係
者
講
習
会
が

七
月
二
十
日
「
万
国
橋

セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て

実
施
さ
れ
総
勢
一
〇
三

名
（
造
園
業
関
係
四
四

名
県
・
市
町
村
・
植
木

連
・
そ
の
他
団
体
五
九

名
）
が
参
加
、
二
時
間

半
に
亘
り
「
農
薬
取
締

法
と
適
正
使
用
」「
農

薬
を
安
全
に
使
う
た
め

に
」「
農
薬
用
マ
ス
ク

の
知
識
と
使
い
方
」
の

講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
農
薬
散
布
時

の
人
に
対
す
る
健
康
や
周
辺
住

民
・
環
境
へ
の
安
全
性
確
保
の

大
切
さ
に
つ
い
て
発
注
す
る
側

の
行
政
と
受
注
す
る
造
園
関
係

事
業
所
が
共
通
認
識

を
共
有
し
、
円
滑
な

病
害
虫
防
除
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た

重
要
な
講
習
会
で
、

講
習
会
終
了
後
出
席

者
に
は
「
修
了
証
」

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
は
平
成

三
十
一
年
二
月
六
日

神
奈
川
県
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て

実
施
す
る
計
画
で
現

在
受
講
希
望
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
申
込
希
望
者
は
協
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
は
神
造
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

病
害
虫
防
除
講
習
会
開
催

　
公
園
緑
地
部
会
活
動
報
告

　 

伐
木
等
の
業
務
特
別

教
育
講
習
会
を
開
催

　
技
術
委
員
会
委
員
長

　
　
　
北
村
　
義
輝

（一）

Ｉ
Ｈ
Ｉ
技
術
教
習
神
奈
川
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
一
回
目
は

三
十
三
名
、
二
回
目
は
三
十
名

の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

初
日
に
は
座
学
、
二
日
目
に

は
実
技
の
講
習
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
二
日
間
を
通

し
て
集
中
し
た
講
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

　 

　
か
な
が
わ
土
地
建
物

保
全
協
会
安
全
講
習
会

　
公
園
緑
地
部
会
長

　
　
　 

原
田
　
満
久

要望書の提出

病害虫防除講習会

病害虫防除講習会　松倉副会長挨拶

実技講習会の様子

除
等
に
お
け
る
農
薬
使
用
（
薬

剤
防
除
）
に
つ
い
て
講
義
が
な

さ
れ
、
安
全
管
理
で
は
、
一
般

事
項
、
事
前
調
査
・
情
報
収
集
、

お
客
様
へ
の
周
知
、
工
事
監
理

に
つ
い
て
講
義
が
な
さ
れ
、
そ

の
後
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
各
班

に
分
か
れ
て
行
い
、
各
班
か
ら

発
表
が
行
わ
れ
、
質
疑
応
答
も

行
わ
れ
る
な
ど
多
数
の
保
全
協

会
職
員
の
参
加
を
得
て
集
中
し

た
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
次
回
は
実
技
の
講
習

会
と
な
る
予
定
で
す
。

（二）
（　）一社

安全講習会の様子

ワークショップの様子

ワークショップに係る各班発表の様子
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●会員名簿の変更●
（平成29年度名簿）

　新入会員

〇川崎北支部
　㈲アーツ庭園
　〒215-0003　川崎市麻生区高石2-43-9
　代表者　池田元之
　TEL044-954-1482　FAX044-299-6420
〇横須賀支部
　庭仕事そなれ木
　〒240-0113　三浦郡葉山町長柄274
　代表者　久保田満
　TEL046-875-6128　FAX046-875-6128
〇湘南東支部
　㈱庭師生樹
　〒251-0003　藤沢市柄沢256-4
　代表者　生田啓三
　TEL0466-28-5225　FAX0466-28-5225
〇湘南西支部
　富士箱根緑化
　〒250-0401　足柄下郡箱根町宮城野233
　代表者　小林欣也
　TEL0460-82-1128　FAX0460-82-2556
　諸星緑化産業
　〒259-1322　秦野市渋沢2229
　代表者　諸星恵介
　TEL0463-88-5629　FAX0463-87-5591
〇県央支部
　ＵＥＫＩＹＡ
　〒252-1137　綾瀬市寺尾台4-2-10-2
　代表者　若井利允
　TEL0467-67-7234　FAX0467-67-9612

　社名変更

〇鶴見支部
　俊庭園（会員名簿P.23）
　社名 （旧）俊庭園→（新）俊庭園㈱
〇湘南西支部
　㈱足柄グリーンサービス（会員名簿P.58）
　社名 （旧）㈱足柄グリーンサービス→（新）㈱アグサ

　社名・住所変更

〇湘南西支部
　㈱阿曽石材
　社名　（旧）㈱阿曽石材→（新）㈱アースロック
　新住所　〒259-1122　伊勢原市小稲葉790
　TEL0463-92-1660　FAX0463-92-1665

　住所変更

〇神奈川支部
　㈲高橋緑化建設（会員名簿P.31）
　新住所　〒221-0865　横浜市神奈川区片倉2-808-23

　FAX番号変更

〇相模原支部
　㈱植雅庭園（会員名簿P.65）
　新FAX番号　042-712-1153

　代表者変更

〇藤沢支部
　㈱青木造園土木（会員名簿P.59）
　代表者　青木英志→青木一士

   代表者・住所変更

〇神奈川支部
　㈱環境造園（会員名簿P.31）
　代表者　今泉健寿→伊藤重紀
　新住所 〒221-0863 横浜市神奈川区羽沢町1119-19
　新TEL番号　045-459-9955
　新FAX番号　045-459-9977

事 務 局 情 報
（月  間  行  事  一  覧）●諸会議その他●

　
実
技
講
習
会

　

七
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
四

日
迄
の
４
日
間
横
浜
農
協
き
た

地
区
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
級
三
十
九
名
、
二
級

四
十
九
名
が
受
講
し
、
十
名
の

指
導
員
の
熱
心
な
指
導
を
受
け

猛
暑
の
中
、
大
汗
を
か
き
な
が

ら
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
要
素
模
擬
試
験
で
は

試
験
結
果
に
一
喜
一
憂
し
、
要

素
の
解
説
に
真
剣
に
耳
と
目
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
三
十
年
度

　
造
園
技
能
士
実
技
講
習
会
・
技
能
検
定
実
技
試
験
・
学
科
講
習
会
開
催

　

さ
ら
に
、
今
年
も
二
十
六
日

に
追
加
講
習
を
開
き
、
一
級

二
十
二
名
、
二
級
八
名
が
受
講

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
熱
中
症
対
策
と
し
て

途
中
十
五
分
の
休
憩
を
二
回
と

り
、
ま
た
、
受
講
者
に
塩
あ
め

を
配
布
し
ま
し
た
。

　
実
技
検
定
試
験

　

七
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日

迄
の
三
日
間
実
技
検
定
試
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
検
定
受
験
者
は
、
一

級
四
十
九
名
、二
級
八
十
九
名
、

三
級
五
十
二
名
計
百
九
十
名
が

受
験
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
台
風
十
二
号
の
影
響

に
よ
る
大
雨
と
悪
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
二

日
目
か
ら
は
検
定
員
に
よ
る
事

前
の
作
業
場
へ
の
シ
ー
ト
掛
け

に
よ
り
、
良
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
実
技
試
験
が
行
わ
れ
、
検

技能検定１級課題モデル

技能検定２級課題モデル

技能検定１級実技講習会

技能検定２級実技講習会

月　日 概　要
9/21（金）
or 27（木）

副知事・県土整備局長・環境農政局長
Ｈ31予算要望ヒアリング

9/25（火）
校庭芝生化プロジェクトチーム会議　
13：00～
公園緑地部会　15：00～

9/28（金）理事・支部長・各部会長委員長会議15：00～
10/11（木）
12（金）

関東甲信県造協交流会
（山梨県）

10/13（土）造園技能士コース開校式　9：00～

10/16（火）
17（水）

日造協神奈川県支部主催
街路樹剪定士認定研修会

10/18（木）
19（金）

出先土木事務所
Ｈ31予算要望ヒアリング

10/20（土）第2回造園技能士コース　9：00～

10/21（日）第39回よこはま技能まつり

10/25（木）神造協第18回親睦ゴルフ大会（レイクウッドゴルフクラブ）

10/27（土）第3回造園技能士コース　9：00～

10月未定 全国造園フェスティバル2018
明治150年記念大磯邸園

11/15（水）「かながわのみどりを創り育てる」講演会・集い・
学科講習会

　

八
月
七
日
か
な
が
わ
労
働
プ

ラ
ザ
に
於
い
て
一
・
二
級
造
園

技
能
士
学
科
講
習
会
を
教
育
研

修
委
員
四
人
の
講
師
に
よ
り
午

前
・
午
後
に
わ
た
り
教
本
造
園

施
工
必
携
と
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
を

基
に
熱
心
に
講
義
が
行
わ
れ
一

級
十
四
名
、
二
級
二
十
九
名
計

一
・
二
級
造
園
技
能
士

学
科
講
習
会
を
開
催

技能検定判断（要素）模擬テスト

技能検定２級実技試験

技能検定１級実技試験

定
員
・
補
佐
員
の
見
守
る
中
、

こ
れ
ま
で
の
研
鑚
と
日
頃
培
っ

た
技
を
発
揮
す
べ
く
、
一
心
不

乱
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

協
会
の
一
大
事
業
で
あ
る
実

技
講
習
会
、
技
能
検
定
実
技
試

験
、
学
科
講
習
会
も
無
事
終
了

し
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
と

ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
実
技
講
習
会
で
の
小
島

県
域
青
年
部
会
長
は
じ
め
ご
支

援
頂
い
た
青
年
部
の
皆
様
に
も
併

せ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

四
十
三
名
の
受
講
生
が
真
剣
に

メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
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■メーリングリストとは
グループに登録しているメンバーに対して一斉にメールを送信すること
が出来ます。登録されていないメールアドレスからの投稿は出来ません
ので受け取るのは協会員ということになります。メーリングリストにつ
いては http://www.kt.rim.or.jp/~atsato/beginer/special1/ にわかりや
すい説明があります。
■登録するには
jouhou@kanagawazoen.or.jp に会社名、登録したいメールアドレスを
送って下さい。事務局で登録手続きを行います。

■投稿するには
kanagawazoen@googlegroups.com にメールを送信して下さい。登録
したメールアドレスからしか投稿できません。
■退会するには
登録したアドレスより kanagawazoen+unsubscribe@googlegroups.
com にメールを送信して下さい。
■問い合わせ
「以前に登録お願いしたけどメールが来ない」「入退会がうまくいかな
いのだけど」等ありましたら協会事務局または情報委員会 jouhou@
kanagawazoen.or.jp に連絡ください。（情報委員会委員長　犬山清史）

協会メーリングリストを知っていますか？

情報委員会からのお知らせ

2015年9月より協会ではgoogle groupsを使用したメーリングリストを立ち上げています。現在、会員72社
が登録しており、将来的に会報の電子化や講習会の連絡などに活用していきます。また各支部でのイベント
案内や報告等に使って頂きたいと考えています。会員の皆さんのご参加をお待ちしています。

　

２
月
17
日
（
土
）
鶴
見
支
部

で
は
、
鶴
見
区
北
寺
尾
公
民
館

に
て
、「
普
通
救
命
講
習
会
」

を
受
講
し
ま
し
た
。

　

定
例
行
事
と
し
て
年
に
一
度

様
々
な
研
修
会
を
行
っ
て
い
る

中
、
今
回
は
職
場
、
作
業
現
場

及
び
日
々
の
生
活
の
中
で
「
救

命
処
置
」
が
必
要
な
場
に
居
合

わ
せ
た
時
に
、
１
１
９
番
通
報

を
し
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま

で
の
間
、
適
切
に
対
応
出
来
る

よ
う
学
び
ま
し
た
。

　

出
席
者
17
人
、
鶴
見
消
防
署

寺
尾
出
張
所
、
所
長　

月
岡
伸

介
氏
に
よ
る
指
導
の
も
と
、
当

協
会
員
２
人
を
含
む
鶴
見
消
防

団
八
分
団
員
４
人
が
担
当
し
ま

し
た
。

　

７
月
20
日
（
金
）
藤
沢
支
部

で
は
、
藤
沢
市
御
所
見
公
民
館

に
お
い
て
、
株
式
会
社
グ
リ
ー

ン
テ
ッ
ク
松
本
友
博
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
、
ゴ
ル
フ
場
に
お

け
る
芝
生
管
理
業
務
（
農
薬
を

使
用
し
た
芝
生
管
理
に
つ
い

て
）
の
学
習
会
を
13
名
の
参
加

を
得
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

「
学
習
会
の
目
的
と
成
果
」

　

日
々
雑
草
へ
の
対
処
に
悩
ま

さ
れ
る
事
の
多
い
昨
今
、
人
力

に
よ
る
抜
根
除
草
が
基
本
で
あ

り
ま
す
が
、
カ
ヤ
を
初
め
木
本

化
す
る
ヨ
モ
ギ
等
、
宿
根
の

状
況
に
な
り
折
角
の

植
栽
帯
も
無
残
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
様

子
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
抜
根
除
草
だ
け

で
は
、
追
い
つ
か
な

い
実
情
が
あ
り
、
ま

し
て
、
薬
剤
の
使
用

に
手
厳
し
い
風
潮
も

手
伝
い
、
使
用
に
踏

み
き
れ
な
い
の
が
実

態
で
す
。
私
ど
も
と

し
て
も
使
用
せ
ず
に

済
め
ば
こ
の
上
な
い

の
で
す
が
、
高
齢
化
・

労
働
力
不
足
の
現
状

　

ま
ず
は
、
テ
キ
ス
ト
を
も
と

に
心
肺
停
止
し
て
し
ま
っ
た
人

へ
の
胸
骨
圧
迫
と
、
人
工
呼
吸

か
ら
な
る
心
肺
蘇
生
の
重
要

性
、
並
び
に
心
停
止
が
起
こ
る

原
因
と
し
て
、
心
臓
が
細
か
く

震
え
て
し
ま
う

心
室
細
動
を
電

気
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
り
、
取
り
除

く
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用

の
重
要
性
を
学

び
ま
し
た
。

　

次
に
、
実
際

の
現
場
を
想

定
、
訓
練
用
の

人
形
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
用
し
、
胸

骨
圧
迫
30
回
と

人
工
呼
吸
２
回

を
繰
り
返
し
行

う
訓
練
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
正
し
く
使

用
す
る
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

中
で
も
胸
骨
圧

迫
は
体
力
を
消

耗
す
る
動
作

で
、
実
際
Ａ
Ｅ

Ｄ
も
な
く
、
人

と
、
美
観
を
維
持
す
る
目
的
と

の
狭
間
で
、
除
草
剤
、
殺
菌

剤
、
殺
虫
剤
等
の
使
用
に
つ
い

て
、
学
習
会
を
企
画
い
た
し
ま

し
た
。

　

ゴ
ル
フ
場
の
芝
生
管
理
に
お

け
る
、
害
虫
駆
除
、
雑
草
防
除

等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
薬
剤
の
使
用

に
つ
い
て
お
話
し
を
頂
戴
し
、

今
日
の
除
草
剤
の
種
類
、
効
用

に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
成
さ

れ
、
今
後
に
向
け
た
活
用
の
一

助
に
な
っ
た
学
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

鶴
見
支
部

　
普
通
救
命
講
習
会

　 

情
報
委
員前

田  

陽
介

藤
沢
支
部

　 

ゴ
ル
フ
場
に
お
け
る

芝
生
管
理
業
務
に
つ

い
て
の
学
習
会

　
支
部
長
　
　

　
　
　
　
吉
川
　
誠

　
副
支
部
長

　
　
　
　
松
本
　
学

杉本健一支部長の挨拶

消防団員による心肺蘇生方法の説明

協力し、胸骨圧迫とAED装着を同時に行う

工
呼
吸
も
不
可
能
な
場
合
、
救

急
隊
が
到
着
し
引
継
ぐ
ま
で
約

９
分
間
（
全
国
平
均
）、
１
分

間
に
１
０
０
か
ら
１
２
０
回
の

テ
ン
ポ
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
正
し
い
姿

勢
を
マ
ス
タ
ー
し
、
体
力
消
耗

を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
、
み
な
姿
勢
を
意
識
し
、
繰

り
返
し
練
習
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
喉
に
物
を

詰
ま
ら
せ
て
し
ま
っ
た

時
の
気
道
異
物
の
除
去

方
法
や
、
傷
病
者
の
搬

送
方
法
、
症
状
の
悪
化

を
防
ぐ
体
位
、
止
血
方

法
な
ど
を
学
び
、
講
習

を
終
え
ま
し
た
。

　

適
切
な「
救
命
処
置
」胸骨圧迫の練習

は
命
を
救
い
、
後
に
後
遺
症
を

残
さ
な
い
為
に
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
処
置
方
法
は
、
よ
り
良

い
方
法
へ
と
日
々
進
化
し
て
い

る
為
、
基
本
を
忘
れ
ず
、
新
た

な
知
識
、
方
法
を
取
り
入
れ
て

い
く
為
に
も
、
定
期
的
に
講
習

会
を
行
う
事
も
必
要
と
感
じ
ま

し
た
。

今
回
の
指
導
者
、
右
か
ら
月
岡
所
長
、

瀧
川
副
分
団
長
、前
田
班
長
、上
原
班
長
、

鶴
田
団
員

講
習
会
を
終
え
全
員
集
合
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緑
支
部
青
年
部
で
は
５
月
13

日
（
日
）
に
毎
年
恒
例
の
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

　

緑
支
部
で
は
５
月
13
日
に
今

西
園
圃
場
に
て
、
今
西
稔
氏
が

講
師
を
し
て
下
さ
り
、
接
ぎ
木

の
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

接
ぎ
木
の
講
習
は
２
月
に
行

わ
れ
た
浜
北
視
察
研
修
の
際
に

13
名
、
研
修
内
容
は
「
チ
ェ
ン

ブ
ロ
ッ
ク
・
三
又
・
そ
り
等
を

使
っ
た
石
の
運
搬
方
法
そ
の

他
」
と
い
う
こ
と
で
、
近
年
の

建
設
機
械
の
発
達
に
よ
り
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
技
術
を
継
承
す
る

目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
緑
支
部
支
部
長
で
あ

る
今
西
園　

今
西
稔
氏
に
お
願

い
し
、
研
修
会
場
・
資
材
等
も

全
て
用
意
し
て
頂
き
、
今
西
氏

の
知
識
と
技
術
を
惜
し
み
な
く

講
習
し
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
ず
は
、

約
３
ｔ
程
度

の
石
の
運
搬

か
ら
行
い
ま

し
た
。
三
又

に
チ
ェ
ン
ブ

ロ
ッ
ク
を

セ
ッ
ト
す
る

基
本
的
な
こ

と
か
ら
始
ま

り
、
そ
り
の

上
に
石
を
載

学
ん
だ
技
術
を
実
践
し
て
み
よ

う
と
い
う
こ
と
で
企
画
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
視
察
研
修
で

は
黒
松
と
槙
接
ぎ
木
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
講
習

は
槙
の
接
ぎ
木
講
習
で
す
。
ま

ず
今
西
さ
ん
ご
自
身
が
実
践
し

研
究
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の

お
話
し
を
伺
い
な
が
ら
の
実
施

指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
接
ぎ
穂
は
ど
の
よ
う
な
穂

を
使
っ
た
か
・
接
ぐ
時
期
は
何

時
ま
で
が
よ
い
か
・
使
用
し
た

道
具
や
扱
い
方
な
ど
を
伺
い

ま
し
た
。
２
月

の
視
察
研
修
で

は
切
り
出
し
を

使
っ
て
幹
に
切

れ
込
み
を
入
れ

て
い
た
の
を
見

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
今

西
さ
ん
は
更
に

模
索
し
切
り
出

し
で
は
な
く
鑿

（
の
み
）
を
使
っ

て
切
り
込
み
を

入
れ
た
ら
良

か
っ
た
と
教
え

緑
支
部

　 
石
の
運
搬
方
法
等

の
研
修
会

　 

青
年
部
部
長荒

井
重
博

緑
支
部

　 

枝
接
ぎ
研
修
会

　 

青
年
部

岩
本
貴
成

そり・コロ（単管）を使った移動の様子
そり・枕木を使った石の移動の様子

せ
滑
車
を
用
い
て
３
本
引
き
ワ

イ
ヤ
ー
に
て
、
そ
り
・
枕
木
を

用
い
て
の
チ
ル
ホ
ー
ル
を
使
っ

た
移
動
作
業
か
ら
始
め
ま
し

た
。
３
ｔ
程
度
だ
と
、
３
本
引

き
ワ
イ
ヤ
ー
な
ら
十
分
楽
に
引

け
ま
し
た
。

　

続
い
て
２
ｔ
程
度
の
石
を
、

そ
り
・
コ
ロ
（
単
管
）
を
使
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
鑿

も
幾
種
類
も
試
さ
れ

た
と
の
こ
と
。
ま
た
、

ど
ん
ど
ん
や
っ
て
み

な
と
言
っ
て
伐
採
予

定
の
木
を
使
っ
て
、

私
達
も
手
ほ
ど
き
を

受
け
な
が
ら
練
習
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
鑿
入
れ
の
深

さ
や
角
度
で
穂
木
の

当
た
り
方
や
向
き
が

変
わ
っ
て
く
る
と
の

こ
と
。
接
ぎ
木
の
作

業
の
為
と
は
い
え
普

段
は
木
を
傷
つ
け
な

い
よ
う
に
考
え
る
の
で
、
最
初

は
鑿
の
入
れ
方
が
遠
慮
が
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
人
、

二
人
順
次
、
手
を
出
し
少
し
ず

つ
加
減
が
解
っ
て
く
る
と
だ

ん
だ
ん
と
遠
慮
が
な
く
な
り
、

も
っ
と
鑿
を
立
て
た
ほ
う
が
と

か
深
く
入
れ
た
ほ
う
が
と
か
、

少
し
木
に
は
申
し
訳
な
い
よ
う

で
し
た
が
、
し
っ
か
り
と
練
習

で
き
た
か
と
は
思
い
ま
す
。
一

通
り
皆
が
鑿
入
れ
の
練
習
が
終

え
た
ら
次
は
本
番
で
す
。

て
の
移
動
で
、

こ
ち
ら
は
１
本

ワ
イ
ヤ
ー
に
て

途
中
ク
リ
ッ
プ

や
滑
車
を
駆
使

し
て
曲
が
っ
た

導
線
で
の
引
上

げ
作
業
を
行
い

ま
し
た
が
、
こ

ち
ら
も
楽
に
移

動
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

最
近
は
、
ほ
と

ん
ど
機
械
施
工

に
頼
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す

が
、
近
年
の
住

宅
事
情
（
機
械

が
入
ら
な
い
現
場
や
騒
音
等
）

を
考
え
る
と
、
色
々
な
道
具
や

機
材
を
使
っ
て
の
昔
な
が
ら
の

工
法
も
有
効
な
手
段
だ
な
と
、

技
術
の
再
確
認
も
含
め
て
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
ハ
ン
マ
ー
・

セ
リ
矢
を
用
い
て
石
の
割
り
方

の
講
習
も
行
っ
た
り
、
午
後
に

は
支
部
と
の
合
同
講
習
会
と
し

て
、
槙
の
枝
接
ぎ
の
講
習
も
行

い
ま
し
た
。
こ
の
講
習
は
２
月

に
行
っ
た
緑
支
部
の
浜
北
視
察

研
修
会
で
の
、
槙
・
黒
松
の
枝

接
ぎ
の
視
察
研
修
会
の
復
習
と

い
う
意
味
で
、
地
元
に
戻
っ
て

実
践
に
て
技
術
や
知
識
を
確
実

な
も
の
と
す
る
目
的
と
し
て
行

い
ま
し
た
。

　

以
上
、
今
回
の
研
修
会
は
１

日
で
内
容
の
濃
い
講
習
と
な
り

ま
し
た
が
、
次
回
の
研
修
内
容

も
色
々
な
案
が
出
て
い
て
、
今

後
も
継
続
し
て
開
催
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
度
は
圃
場
内
の
売
り
物
に
な

る
槙
に
各
自
順
次
鑿
を
入
れ

て
、
穂
木
を
挿
し
雨
水
が
入
ら

な
い
よ
う
に
梱
包
用
の
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
で
幹
に
穂
木
を
固
定

し
ホ
チ
キ
ス
で
止
め
る
。
本
番

は
私
が
最
初
に
や
ら
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
売
り
物
の
槙
と
い
う
こ
と

で
少
し
緊
張
し
て
し
ま
い
、
ま

た
、
遠
慮
が
ち
に
鑿
が
入
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
何
と
か
形

に
は
な
っ
た
か
な
と
思
い
ま

す
。
本
番
の
槙
を
順
次
作
業
を

し
て
い
る
と
雨
が
降
っ
て
き
て

し
ま
い
全
員
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

午
前
中
の
青
年
部
の
石
関
連

の
講
習
に
続
き
午
後
の
接
ぎ
木

の
講
習
と
充
実
し
た
講
習
会
で

し
た
。
ま
た
、
今
回
教
わ
っ
た

こ
と
は
技
術
面
も
あ
り
ま
す

が
、
人
に
教
わ
っ
た
こ
と
を
実

践
し
模
索
し
自
分
に
合
っ
た
形

で
、
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
こ
と

は
と
て
も
大
事
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

移動した石の前で記念撮影

セリ矢を使っての石割りの様子

槙のさし穂の講習 今西氏による講習の様子

幹への接ぎ穂した様子

癒合剤の塗布
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た
17
セ
ン
チ
程
の
ポ
シ
ェ
ッ

ト
、
中
に
ク
ル
ミ
の
殻
が
ひ
と

つ
入
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ

の
ポ
シ
ェ
ッ
ト
と
木
の
実
を
粉

に
し
、
そ
こ
に
鹿
や
猪
の
肉
を

混
ぜ
ハ
ン
バ
ー
グ
状
に
し
て
焼

い
て
つ
く
っ
た
ク
ッ
キ
ー
の
出

土
が
、
縄
文
人
気
を
更
に
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。

　

呪
術
や
祭
祀
と
関
係
が
あ
る

石
棒
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

男
性
器
を
表
現
し
た
と
言
わ
れ

て
い
る
石
棒
の
見
学
は
、
三
内

丸
山
を
訪
ね
た
目
的
の
ひ
と
つ

で
し
た
。
信
州
や
甲
州
そ
し
て

武
蔵
野
段
丘
等
で
、
石
棒
が
数

多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
と
の
違
い
や
共
通
点
を
確
認

し
た
い
と
以
前
か
ら
考
え
て
い

ま
し
た
。
石
棒
の
石
質
は
硬
質

砂
岩
や
輝
石
安
山
岩
の
よ
う
で

す
。
縄
文
前
期
特
有
の
30
セ
ン

チ
か
ら
40
セ
ン
チ
程
の
短
い
石

棒
で
す
が
、
小
形
な
が
ら
祭
祀

に
相
応
し
い
品
格
が
漂
っ
て
い

ま
す
。

　

縄
文
の
世
界
で
、
丁
寧
な
仕

事
を
や
り
遂
げ
た
職
人
達
が

（
木
化
石
）や
緑
色
凝
灰
岩
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

硬
度
７
の
数
値
が
示
す
よ
う

に
翡
翠
は
非
常
に
硬
い
鉱
物
で

す
。
で
す
か
ら
硬
玉
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

縄
文
人
は
現
代
の
我
々
よ
り

も
数
段
上
の
技
と
根
気
を
身
に

付
け
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の

他
に
、「
さ
ん
ま
る
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
の
展
示
品
を
幾
つ
か
あ

げ
る
と
、
充
分
な
機
能
性
を
持

つ
長
さ
の
異
な
る
木
製
の
裁
縫

針
。
年
代
順
に
展
示
さ
れ
て
い

る
様
々
な
形
の
縄
文
土
器
。
縄

文
土
器
の
名
称
と
な
っ
た
縄
目

模
様
は
、
縄
文
前
期
東
北
の
縄

文
人
が
は
じ
め
て
土
器
に
付
け

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

信
州
の
和
田
峠
や
、
北
海
道

の
白
滝
等
か
ら
供
給
さ
れ
た
黒

曜
石
製
の
、
槍
や
鏃

や
じ
りを
は
じ
め

と
し
た
多
種
多
様
な
石
器
類
。

そ
の
石
器
製
作
に
必
要
な
現

代
の
ノ
ミ
や
石
頭
に
該
当
す
る

敲た
た
き
い
し
石
。
出
土
し
た
当
時
、
話
題

に
な
っ
た
パ
ン
ツ
を
は
い
た
板

偶
等
の
土
偶
や
岩
偶
。

　

ヒ
バ
の
繊
維
を
網
代
編
み
し

静
か
な
館
内

の
何
処
か
に

居
る
よ
う
で

す
。

　

縄
文
の
出

土
品
を
前
に

す
る
と
、
気

持
ち
が
高
揚

す
る
た
め
か

他
の
考
古
館

で
も
同
じ
よ

う
に
、
縄
文

人
を
蜃
気
楼

的
に
意
識

す
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
「
さ
ん
ま
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
そ
れ
は
濃

厚
で
し
た
。

　

三
内
丸
山
の
縄
文
の
世
界
で

は
、
現
代
と
同
じ
専
門
職
ご
と

の
分
業
が
し
っ
か
り
と
確
立
さ

れ
て
い
た
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。
薄
暗
い
館
内
か
ら
秋
晴
れ

の
外
へ
出
た
と
き
に
、
妙
な
こ

と
が
脳
裏
に
浮
か
ん
で
き
ま
し

た
。
１
５
０
年
前
の
鳥
羽
、
伏

見
か
ら
始
ま
っ
た
戊ぼ

し
ん辰
戦
争
の

こ
と
で
す
。
鳥
羽
、
伏
見
で
徳

川
15
代
将
軍
慶よ

し
の
ぶ喜
を
敗
走
さ

せ
、
江
戸
上
野
で
の
彰
義
隊
と

の
半
日
戦
争
に
勝
利
し
、
会
津

な
ど
の
奥
羽
越
列
藩
同
盟
を
降

伏
さ
せ
た
、”勝
て
ば
官
軍
“
が

残
し
た
台
詞
に
つ
い
て
で
す
。

　
「
白
河
以
北
一
山
百
文
」。
白

河
と
い
う
の
は
福
島
県
の
白
河

の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
北

の
地
を
、
価
値
の
な
い
荒
地
と

見
下
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
官
軍
の
主
力
は
薩
摩
、

佐
賀
鍋
島
、
長
州
、
因
州
等
の

西
国
諸
藩
で
し
た
。

　

彰
義
隊
が
官
軍
と
激
し
く

闘
っ
た
上
野
寛
永
寺
に
、
私
は

ド
ー
ム
７
個
分
に
相
当
す
る
、

38
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
広
大
な

土
地
で
、
平
均
５
０
０
人
程
度

の
人
々
が
、
１
５
０
０
年
間
生

活
を
営
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
の
発
掘

は
、
全
体
の
十
数
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
し
か
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
出
土
品
は
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
４
万
箱
以
上
に
達
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
で
の
縄
文
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ

が
、
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

約
５
５
０
０
年
前
の
縄
文
前

期
中
頃
か
ら
、
約
４
０
０
０
年

前
の
縄
文
中
期
の
終
わ
り
頃
の

遺
跡
と
の
こ
と
で
す
。
東
京

　

青
森
県
の
三
内
丸
山
遺
跡

で
、
直
径
１
メ
ー
ト
ル
と
い
う

信
じ
ら
れ
な
い
太
さ
の
栗
丸
太

が
、
６
本
出
土
し
た
と
の
発
表

が
１
９
９
４
年
に
あ
り
ま
し

た
。
発
表
の
２
年
前
よ
り
始

ま
っ
た
遺
跡
の
発
掘
で
、
そ
れ

　

縄
文
当
時
、
日
本
列
島
の
西

で
は
、
照
葉
樹
林
が
発
達
し
多

種
多
様
な
木
の
実
が
採
取
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
列
島
の
東
で
は
ブ
ナ

科
の
ク
リ
、
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
そ

の
他
に
ト
チ
、
ク
ル
ミ
等
の
落

葉
樹
林
が
繁
殖
し
、
大
量
の
木

の
実
が
採
取
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
取
分

け
栗
は
、
品
質
改
良
を
行
っ
た

形
跡
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
解
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
三
内
丸
山
の
よ
う
な

大
集
落
が
形
成
さ
れ
人
口
増
加

が
可
能
に
な
っ
た
大
き
な
要
因

が
、
そ
の
大
量
の
収
穫
に
あ
っ

た
と
多
く
の
考
古
学
者
は
考
え

て
い
ま
す
。

　

遺
跡
内
の
「
縄
文
時
遊
館
」

内「
さ
ん
ま
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

に
は
、
様
々
な
出
土
品
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
砂
岩
・
泥
岩
・

頁け
つ
が
ん岩
等
の
石
材
や
、
動
物
の

牙
・
貝
・
サ
メ
の
骨
等
で
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
夥

お
び
た
だし
い
数
の
装
身

具
。
な
か
で
も
三
内
丸
山
よ
り

直
線
で
、
５
０
０
キ
ロ
以
上
も

離
れ
た
翡ひ

す
い翠
の
唯
一
の
産
地
、

新
潟
県
姫
川
か
ら
供
給
さ
れ

た
重
量
感
の
あ
る
大た

い
し
ゅ珠
に
は
、

生き

ま

じ

め

真
面
目
と
の
表
現
が
相
応
し

い
、
紐
を
通
す
丁
寧
な
穿せ

ん
こ
う孔
が

開
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
両
手

を
擦こ

す

り
合
わ
せ
る
揉も

み
き
り錐
や
、
弓

を
使
っ
た
弓
錐
の
穿
孔
に
用
い

ら
れ
た
錐
の
石
材
は
、
珪
化
木

復元するのに調達した巨木を地元の人はシベリア産と言う
三内丸山

翡翠に相応しい堂々とした穿孔　
胸に飾った長の満足げな顔が浮かぶ　三内丸山

赤味を帯びたものを花十勝と呼ぶ　
北海道白滝産の黒曜石の石槍　三内丸山

ポシェットを見た瞬間　５千年前という時が一瞬に消え
持主を想像した　三内丸山

男根のリアルさを控えた石棒に今の東北人気質の原点が
あるようだ　三内丸山

■
石
数
寄
者
と
の
出
会
い
の
旅
　
第
七
話

 
「
何
故
　
日
本
庭
園
は
石
な
の
か
」

　
― 
岩
か
ら
磐い

わ

　
そ
し
て
石
へ 

―
（
三
）

　
　 

緑
支
部
教
育
研
修
委
員

　
㈲
庭
工
荒
川

　
荒
川

　
昭
男

前
回
ま
で

石
が
日
本
庭
園
作
庭
に
あ
た
っ
て
、
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
存
在
と
な
っ
た
歴
史
的
背
景
は
、

石
や
岩
を
磐
座
・
磐
境
と
し
て
登
場
さ
せ
た
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
の
更
に
奥
に
あ
る
も
の
と
推

考
し
、
同
時
に
古
代
人
と
、
現
代
人
と
の
石
へ
の
思
い
の
不
変
性
を
も
探
る
。
更
に
、
人
と
石
と

の
最
初
の
交
わ
り
で
あ
る
石
器
や
、
縄
文
人
が
残
し
た
土
器
土
偶
、
そ
れ
等
と
日
本
庭
園
の
持
つ

精
神
性
、
具
象
性
と
の
結
び
つ
き
を
考
察
し
た
。

一
．
さ
ん
ま
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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高
か
っ
た
証
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
古
代
人
の
黒
曜
石
へ
の

こ
だ
わ
り
を
強
く
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
和
田
峠
は
縄
文
人
達
の

情
報
交
換
が
行
わ
れ
る
、
大
切

な
場
所
で
あ
っ
た
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

　

石
を
組
む
と
き
に
、
緑
色
片

岩
系
の
庭
石
を
近
郊
の
三
波
に

求
め
ず
、
彩
が
深
い
遠
方
の
伊

予
や
阿
波
の
青
石
に
こ
だ
わ
っ

て
組
ん
で
い
た
庭
仕
事
を
思
い

出
し
ま
す
。

松
本
街
道
・
ヒ
ス
イ
の
道
と
呼

ば
れ
る
糸
魚
川
街
道
が
日
本
海

に
向
か
っ
て
走
り
ま
す
。
西
か

ら
南
に
か
け
て
は
、飛
騨
街
道
・

野
麦
街
道
・
中
山
道（
東
山
道
）・

天
竜
川
を
挟
ん
で
三
州
街
道
・

秋
葉
街
道
が
、
浜
名
湖
の
浜
北

遺
跡
等
に
向
か
っ
て
走
り
ま

す
。

　

こ
れ
程
街
道
が
四
方
に
走
る

地
域
は
、
あ
ま
り
例
が
な
い
よ

う
に
思
え
ま
す
。

　

和
田
峠
の
黒
曜
石
の
質
が
、

曜
石
は
、
４
万
年
も
前
か
ら
採

掘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
関
東
一

円
の
他
、
２
０
０
キ
ロ
以
上
も

離
れ
た
地
域
で
の
出
土
例
も
あ

り
ま
す
。

　

不
純
物
を
含
ん
だ
質
の
劣

る
、
栃
木
の
高
原
山
や
箱
根
の

黒
曜
石
に
く
ら

べ
、
和
田
峠
の

黒
曜
石
は
良
質

で
し
た
。
そ
の

和
田
峠
は
諏
訪

湖
の
近
く
に
あ

り
ま
す
。
縄
文

王
国
と
呼
ば
れ

る
信
州
の
、
諏

訪
近
郊
に
何
度

か
通
っ
て
考
え

た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
中
部
・

東
北
・
関
東
か

ら
黒
曜
石
を
求

め
て
、
古
代
人

が
行
き
来
し
た
こ
と
は
分
か
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
古
代
人
が
歩

い
た
「
み
ち
」
が
後
に
街
道
と

な
り
、
現
代
の
幹
線
道
路
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
と
考

え
ま
し
た
。

　

古
代
出
雲
の
神
を
祀
る
諏
訪

は
、
御
柱
が
立
つ
遥
か
前
か
ら

人
々
が
集
ま
る
要
衝
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

周
辺
で
は
旧
石
器
や
縄
文
時

代
の
遺
跡
が
多
数
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
諏
訪
を
中
心
に
し
て

東
や
南
に
は
中
仙
道
、
甲
州
街

道
そ
の
先
に
は
、
相
模
・
武
蔵
・

駿
河
・
秩
父
・
下
総
に
向
か
う

青
梅
街
道
・
八
王
子
街
道
・
道

志
道
・
富
士
川
街
道
・
秩
父
往

還
が
走
り
ま
す
。

　

東
か
ら
北
に
か
け
て
は
、
東

山
道
・
大
門
街
道
・
北
国
街
道
・

い
と
い
う
原
理
に
固
執
す
る

な
ら
、
縄
文
文
化
は
い
つ
ま
で

経
っ
て
も
原
始
的
。
し
か
し
、

縄
文
時
代
の
社
会
に
は
別
の
驚

く
べ
き
原
理
、
従
来
の
文
明
に

欠
け
て
い
る
原
理
が
備
わ
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
自
然
へ
の
敬

意
と
自
然
と
の
共
存
で
あ
る
。

縄
文
時
代
の
社
会
で
一
万
年
以

上
か
け
て
育
ま
れ
て
き
た
、
自

然
の
周
期
に
の
っ
と
っ
て
生

き
、
社
会
の
平
等
を
維
持
す
る

と
い
う
原
理
…
…
」
縄
文
か
ら

明
治
維
新
へ
、
時
空
を
越
え
て

一
挙
に
ス
ラ
イ
ド
し
た
私
の
脳

裏
を
、
徳
川
・
官
軍
・
彰
義
隊
・

会
津
白
虎
隊
等
と
共
に
縄
文
人

が
何
故
か
、
時
代
錯
誤
を
無
視

し
て
自
然
な
形
で
通
り
す
ぎ
て

い
き
ま
し
た
。

庭
職
人
と
し
て
出
入
り
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
か
戊
辰
戦
争

に
関
し
て
は
、
以
前
か
ら
偏
っ

た
見
方
を
し
て
し
ま
う
傾
向
が

あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
「
一

山
百
文
」
の
台
詞
も
頭
の
中
に

こ
び
り
つ
い
て
い
た
よ
う
で

す
。
旧
式
銃
と
槍
刀
の
彰
義
隊

や
東
北
武
士
と
く
ら
べ
官
軍
は

西
洋
の
最
新
式
の
銃
を
持
ち
、

外
国
人
教
官
に
よ
る
西
洋
式
軍

事
訓
練
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
官
軍
か
ら
見
れ
ば
東
北

は
、
文
明
と
は
程
遠
い
辺
境
に

思
え
た
の
で
し
ょ
う
。「
森
と

文
明
の
物
語
」
の
著
者
で
、
環

境
考
古
学
を
確
立
し
た
安
田
喜

憲
教
授
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
…
…
国
家
、
文
学
、
金
属

器
が
な
け
れ
ば
文
明
と
呼
べ
な

　

旧
石
器
・
新
石
器
時
代
の

人
々
は
、
歴
史
の
流
れ
の
な
か

で
石
の
特
性
を
学
び
、
用
途
に

応
じ
た
石
器
材
料
を
選
ん
で
い

ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
、ド
ル
メ
ン
、

巨
石
神
殿
等
が
精
力
的
に
つ
く

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー

の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
巨
石
墳
墓
や
メ
ン

ヒ
ル
そ
し
て
ド
ル
メ
ン
、
フ
ラ

ン
ス
・
カ
ル
ナ
ッ
ク
の
ア
リ
ュ

ニ
ュ
マ
ン
（
列
石
）、
地
中
海
マ

ル
タ
の
巨
石
神
殿
等
に
は
、
巨

石
に
興
味
を
抱
く
各
国
の
人
達

　

１
万
５
千
年
前
、
長
く
続
い

た
無
土
器
時
代
と
言
わ
れ
て
い

る
旧
石
器
時
代
か
ら
、
日
本
列

島
は
新
石
器
時
代
の
縄
文
へ
と

移
行
し
ま
し
た
。

　

そ
の
縄
文
時
代
の
早
期
に
あ

た
る
８
千
年
前
頃
か
ら
、
後
期

と
区
分
さ
れ
て
い
る
４
千
年
前

頃
に
か
け
て
、
列
島
か
ら
遠
く

離
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
巨

石
を
用
い
た
メ
ン
ヒ
ル
、
ス

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
三
内
丸
山
で
出
土
し

た
、
直
径
が
１
メ
ー
ト
ル
も
あ

る
よ
う
な
栗
の
大
木
を
切
り
倒

す
に
は
、

粘
り
気
の

あ
る
蛇
紋

が
大
勢
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

巨
石
を
訪
ね
た
と
き
の
思
い

出
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
フ

ラ
ン
ス
・
カ
ル
ナ
ッ
ク
の
数
千

石
の
ア
リ
ュ
ニ
ュ
マ
ン
は
、
10

キ
ロ
近
い
徒
歩
で
の
見
学
で
し

た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
高
さ
７

メ
ー
ト
ル
の
花
崗
岩
の
メ
ン
ヒ

ル
は
、
私
有
地
の
牧
草
地
内
に

立
っ
て
い
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
を
柵
の
外
で
待
た

せ
勝
手
に
入
り
込
み
ま
し
た

が
、
十
数
頭
の
牛
に
追
わ
れ
、

何
と
か
柵
に
た
ど
り
つ
き
難
を

逃
れ
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
が

真
っ
白
な
歯
を
見
せ
大
笑
い
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
列
島
の
縄
文
人
達
も
中

期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
東
日

本
を
中
心
に
規
模
の
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、
配
石
・
集
石
の
造

形
に
力
を
注
い
で
い
た
よ
う
で

す
。

　

こ
の
時
代
世
界
で
生
活
す
る

人
々
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存

在
し
た
か
の
よ
う
に
、
自
然
の

岩
石
に
と
り
つ
か
れ
た
よ
う
で

す
。

二
． 

黒
曜
石
街
道

三
．
石
と
向
き
あ
っ
た
縄
文
人

岩
の
石
斧
を
使
っ
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。
そ
の
切
り
倒
し
た

木
の
加
工
に
は
、
刃
を
付
け
た

硬
質
砂
岩
を
用
い
た
南
関
東
と

か
、
凝
灰
岩
を
使
用
し
た
兵
庫

県
の
遺
跡
と
地
域
性
が
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。
植
物
の
刈
り
取

り
に
は
、
粘
板
岩
や
頁け

つ
が
ん岩
、
鋭

い
刃
を
必
要
と
す
る
ナ
イ
フ
や

槍
、
弓
矢
の
石せ

き
ぞ
く鏃
、
そ
れ
と

石い
し
さ
じ匙
等
に
は
チ
ャ
ー
ト
・
サ

ヌ
カ
イ
ト
・
黒
曜
石
の
原
石
が

加
工
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ャ
ー
ト

は
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
移
動
に

よ
っ
て
、
日
本
列
島
の
形
成
に

影
響
を
与
え
た
付
加
体
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
様
々

な
地
塊
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
重
な

る
日
本
の
各
地
で
頻
繁
に
見
ら

れ
ま
す
。
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
の

サ
ヌ
カ
イ
ト
は
、
地
域
に
よ
っ

て
「
カ
ン
カ
ン
石
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
叩
く
と
金
属
性
の

音
が
し
ま
す
。
主
に
西
日
本
で

利
用
さ
れ
た
石
材
で
す
。

　

産
地
と
し
て
は
、
大
阪
と
奈

良
の
県
境
を
跨
ぐ
二に

じ
ょ
う
ざ
ん

上
山
、
香

川
の
五
色
台
や
金
山
、
佐
賀
の

多
久
や
老
松
山
等
で
採
掘
さ
れ

た
も
の
が
、
西
日
本
各
地
で
利

用
さ
れ
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

黒
曜
石
は
石
器
材
料
の
中
で

特
に
貴
重
な
石
材
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
で
は
北
海
道
か
ら
九
州

ま
で
70
以
上
の
産
地
が
、
化
学

組
成
で
判
別
が
可
能
と
の
こ
と

で
す
。

　

交
換
や
分
配
の
流
通
範
囲
も

か
な
り
広
域
の
よ
う
で
し
た
。

　

北
海
道
の
白
滝
・
置お

け
ど戸
・
十

勝
・
赤
井
川
の
産
地
の
う
ち
白

滝
の
黒
曜
石
は
、
３
０
０
キ
ロ

離
れ
た
サ
ハ
リ
ン
の
ソ
ユ
ル
遺

跡
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

青
森
の
三
内
丸
山
遺
跡
か
ら

も
多
数
出
土
し
て
い
ま
す
。
古

代
人
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を

渡
っ
た
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、
津

軽
海
峡
を
越
え
る
こ
と
は
さ
ほ

ど
困
難
で
は
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
東
京
の
神
津
島
の
原

石
は
海
を
渡
り
、
相
模
原
・
武

蔵
野
・
山
梨
な
ど
の
遺
跡
で
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
賀
腰
岳

の
黒
曜
石
は
、
朝
鮮
半
島
の
新

北
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

東
日
本
で
最
も
出
土
数
の
多

い
、
信
州
霧
ケ
峰
和
田
峠
の
黒

古代の人々はこの原石を手に入れるために代々長旅を繰
り返した　尖石考古館

黒曜石を得るため持ち帰るため各地から和田
峠に集まりそして散った

右三つが和田峠の黒曜石で造られた端正な石槍　
左は凝灰岩と頁岩　伊那創造館

英国ソールズベリーのストーンサークル　　
紀元前2950年から立てられた石に立派なホゾ

フランス・カルナックの列石　
石の天地も顔も構うことなく唯唯立て続けられた
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様
々
な
説
の
中
で
、
私
が
印
象

に
残
っ
た
考
古
学
者
能
登
健
氏

の
「
列
島
の
考
古
学
・
縄
文
時

代
」
の
一
説
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
環
状
列
石
を
発
掘
す
る
と
、

遺
物
が
大
量
に
出
土
す
る
こ
と

が
い
つ
も
気
に
か
か
る
。（
中

略
）
神
聖
な
場
で
あ
る
は
ず
の

環
状
列
石
の
内
部
に
生
活
雑
廃

物
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
。（
中

略
）
命
の
終
わ
っ
た
遺
体
も
、

使
用
が
終
わ
っ
た
生
活
用
具

き
に
、
山
、
川
、
沢
、
海
石
を

共
に
組
む
こ
と
を
戒
め
る
お
し

え
は
、
縄
文
の
時
代
か
ら
既
に

慣
習
と
し
て
あ
っ
た
と
勝
手
に

解
釈
し
て
い
ま
し
た
。

　

各
遺
跡
に
対
し
て
考
古
学
者

の
見
解
は
様
々
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
夏
至
に
太
陽
が
沈
む
方

向
、
冬
至
に
昇
る
方
向
を
指
し

て
い
る
と
か
、
日
時
計
と
し
て

組
ま
れ
て
い
る
と
か
、
哲
学
者

梅
原
猛
氏
が
言
う
男
女
の
交
わ

り
を
表
現
し
て
い
る

と
か
、
集
団
墓
あ
る

い
は
再
生
を
願
う
レ

ト
リ
ッ
ク
（
誇
張
表

現
）
だ
ろ
う
等
と
の

多
く
の
説
が
あ
り
ま

す
。
確
か
な
答
え
は

ま
だ
出
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
勿
論
私
の

よ
う
な
石
を
追
う
だ

け
の
部
外
者
に
は
、

縄
文
人
の
意
図
を
探

求
す
る
知
識
等
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
多
く
の
考

古
学
者
や
知
識
人
の

タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。
印
象
に

残
っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
遺
跡
大

湯
は
、
４
千
年
前
の
縄
文
後
期

に
造
ら
れ
た
環
状
列
石
で
す
。

外
周
が
52
メ
ー
ト
ル
の
万
座

と
、
44
メ
ー
ト
ル
の
野
中
の
２

つ
の
環
状
列
石
か
ら
成
り
立
っ

て
お
り
、
共
に
２
重
の
列
石
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

石
は
全
て
濡
れ
る
と
美
し

い
緑
色
の
石

せ
き
え
い
せ
ん
り
ょ
く
ひ
ん
が
ん

英
閃
緑

岩
で
、

他
の
石
質
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。
石
の
平
均
重
量
は
30
キ
ロ

で
、
最
も
重
い
２
０
０
キ
ロ
の

石
も
含
め
て
７
２
０
０
石
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。
大
湯
か
ら
７

〜
８
㎞
離
れ
た
安
久
谷
川
上
流

の
、
諸

も
ろ
す
け助
山
か
ら
運
ば
れ
た
六

方
石
と
同
じ
柱
状
節
理
を
特
徴

に
も
つ
石
で
す
。

　

凛
と
し
た
雰
囲
気
を
感
じ
さ

せ
る
立
石
を
見
て
い
る
と
、
石

の
形
や
彩
に
対
す
る
縄
文
人
の

強
い
こ
だ
わ
り
を
認
め
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。
同
時
に
石
の
心
を

読
む
巧
者
の
存
在
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　

現
代
に
お
い
て
石
を
組
む
と

各
小
数
の
集
団
が
、
統
率
力
の

あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
で
、
協

同
し
て
つ
く
り
あ
げ
た
環
状
列

石
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

一
段
と
大
き
な
立
石
は
、
部

族
長
ク
ラ
ス
の
墓
で
は
な
い
か

と
の
こ
と
で
す
。

　

荒
川
で
数
百
数
千
年
洗
わ
れ

角
が
取
れ
、
肌
が
ツ
ル
ツ
ル
に

な
っ
た
景
石
と
し
て
は
不
向
き

の
伏
石
の
中
に
、
日
本
庭
園
的

に
表
現
す
れ
ば
、
三
尊
石
の
立

石
が
特
に
印
象
に
残
り
、
熊
の

出
没
に
怯
え
な
が
ら
シ
ャ
ッ

く
な
く
、
足
元
の
毬い

が

が
地
面
を

覆
い
隠
し
、
怖
い
ぐ
ら
い
の
静

寂
が
遺
跡
を
支
配
し
て
い
ま
し

た
。
遺
跡
入
口
の
「
最
近
熊
が

出
た
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
」
と
の
張
紙
が
ま
す
ま
す
気

に
な
り
、
周
囲
を
う
か
が
い
な

が
ら
の
見
学
で
し
た
。

　

小
牧
野
遺
跡
は
約
１
３
０
年

か
け
て
、
３
千
も
の
石
を
１
㎞

離
れ
た
荒
川
よ
り
運
ん
だ
遺
構

と
の
こ
と
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の

石
が
石
英
安
山
岩
で
し
た
。

　

三
内
丸
山
が
縄
文
中
期
に
消

滅
し
た
後
に
、
移
動
し
て
き
た

　

そ
の
石
の
造
形
に
は
、
山
梨

県
の
金き

ん
せ
い生
、
青
森
県
の
小
牧

野
、
秋
田
県
の
大
湯
、
長
野
県

の
戊い

ん
だ
て立
、
阿あ

き
ゅ
う久
、
井
戸
尻
向
原
、

静
岡
県
の
千せ

ん
ご居
、
上
白
岩
、
神

奈
川
県
の
下
谷
戸
等
の
各
遺
跡

が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
ま
だ
幾

つ
か
あ
る
よ
う
で
す
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
小
牧
野
と
大
湯
で
す
。
小
牧

野
遺
跡
は
、
陸む

つ奥
湾
や
八
甲
田

の
山
並
を
一
望
に
出
来
る
高
台

に
あ
り
、
今
が
旬
の
栗
林
に
囲

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
私
が
訪
れ

た
と
き
は
人
の
気
配
は
ま
っ
た

巨大神殿はエジプト等にあるが巨石神殿はマルタ島に
しかない　石は石灰岩

縄文時代の石棒と同じ男根のアイルランド版と思った
王位継承を誓う石とのこと

アイルランドの７ｍの立石　牧場に許可無く進入し
後方に写る牛の集団に迫られる

青森の小牧野遺跡　熊の出没に怯えながらの一コマ
立石だけ石質の違う意味は

アイルランドのドルメン　韓国に同じものがある　
日本の九州にもあるが小形

7200石を運んだ大湯の縄文人達には生活に盛り込まれた当
然のことなのか

移設復元された向原遺跡の配石遺構　
石達は何かに取り付かれて踊る　井戸尻

秋田の大湯遺跡　男女の交わりと言われればそうとも見える
単に墓石とも見える

八ヶ岳、富士、甲斐駒ケ岳を望む山梨金生遺跡　
住居と墓と祈りの場が一体

も
、
そ
し
て
生
を
つ
な
い
だ
食

料
の
残ざ

ん
し滓
も
、
感
謝
の
念
を
込

め
て
送
る
と
い
う
祈
り
の
場

が
、
神
聖
な
列
石
の
中
に
あ
っ

た
と
考
え
る
と
、
す
べ
て
の
思

考
回
路
が
再
び
正
常
に
動
き
だ

す
。
縄
文
世
界
で
は
、
人
間
社

会
の
生
活
に
供
し
た
す
べ
て
の

も
の
が
、
等
質
的
に
送
り
の
対

象
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。」
こ

の
能
登
氏
の
見
解
は
、
多
く
の

可
能
性
の
中
の
ひ
と
つ
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　

唯
石
を
追
う
者
と
し
て
は
っ

き
り
言
え
る
こ
と
は
、
日
本
庭

園
の
源
流
と
さ
れ
る
４
世
紀
後

半
の
、
城
之
越
庭
園
遺
構
の
遥

か
２
千
年
以
上
も
前
に
、
本
来

は
横
た
わ
っ
て
い
る
石
を
特
別

な
意
図
を
持
ち
、
こ
れ
を
立
た

せ
た
人
々
が
縄
文
時
代
の
列
島

に
居
た
と
い
う
こ
と
で
す
。


